
The Operations Research Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　 Operations 　 Research 　 Soclety 　 of 　 Japan

tlllllllF」Illlll11llllll「」1III［II」lllll「11111…［lddllll［Illll［　IIIIIII「亅IIIEIIIIIIIF［Illl1「IIIIIII［［亅IIIII亅llll［［1」III［IIIIIIIIIIIIIII亅IIII　IIIII［I　IIIIIIII」III　1411111［11lllE「IIIIIII「IIIIill　lllll　IIIIIIill11111E「Ildllll「IIIIII「Illllllll1111111t「IIIIIil「1｛IIIIII「IIIIIIIIFlllllllllil　IlllllllトII亅IIIIIIIIi1

筑波大学高大連携シンポジウ厶 2015
一 若い世代に よる地方創生一

ルポ 驢 靉
竹屋　裕樹， 夛名賀　寛 ， 渡部　洋介 （筑波大学大学院社会工学専攻）

　　　　　 大澤　義明 ， 吉瀬　章子 （筑波大学社会工 学域）

1．はじめに

　2015年 11月 8 日（日），高大連携 シ ン ポジ ウ ム 2015
一若い 世代 による地方創生一 （筑波大学主催 ， 日本 オ

ペ レー
シ ョ ン ズ ・リサ ーチ学会後援）を開催 し ま し た．

こ の シ ン ポ ジ ウ ム は，本年で 7回 を数える と ともに，

筑波大学 の 学 園祭 「雙 峰祭』 に併 せ て 学内研究企画と

して の 開催も本年で 6 回 目で す，本大学に おける高大

連携活動 の 豊富 な実績が，こ うした シ ン ポ ジ ウム の 実

現 を後押 しし て きま し た．表 1，表 2は こ れ まで の 取

組内容と参加実績です．

　本シ ン ポ ジウ ム は ，本学学生や教員の事前指導の 下，

高校生 が 地域課題 を発掘 しグ ル ープ で 討論 ， 科学 的手

法を駆使 しなが ら意見を収束させ て導 い た，解決案を

表 1 高大連携に よ る次代の 人材育成 （都市計画 関 係）
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表 2　高 大 連 携 に よ る次代 の 人材育成 （最適化関係）
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の 成果は実践例 ともな っ て い ます． シ ン ポ ジ ウ ム は，

2部形式で構成 され，高校生，高等学校教員，保護者，

永田恭介本学学長を含む大学教員 ， 学生 な ど約 180名

が参加 し ました．図 1は今 回参加 した 高校と筑波大学

との 距離 を示 したもの で あり，県境 を越えて 広範 な地

域 との 連携事業で あ る こ とが わか ります．

　第1部で は ，本学が被災地支援を精力的に行 っ て い

る福 島県い わ き市か ら，福島県立磐城桜が丘高等学校
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図 1　シ ン ポ ジ ウム 参加高校 の 筑波 大 学か らの 距離
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高等学校 の 生徒 （2班 ）が参加 し，「津別 まち な か 再

生事業」をテ
ー

マ に研究成果を発表 しました
甲
，

　第 2 部 で は，地元茨城 県内か ら茨城県 立 日立 北 高等

学校お よ び 竜 ヶ 崎第
一

高等学校 の 生徒が参加 し，「待

機児童 数 を最小 に す る」や 「避難時間 を最小 に し よ

う」な ど身近 な 課題 を掲 げ，数理 モ デ ル を活用 した研

究成果 を発 表しま した．また ，1部，2部 の 発 表後，

それぞれ岡部和憲国 十 交通省北海道局長 ， 大宮 英明三

菱重工 会長 ・
日本 OR 学会会長 か ら ご講評い ただ きま

し た，わが国 の 官民を牽引する岡部 局長，大宮会長が

図 2　岡部和憲国十 交 通 省北 海道局長 に よ る講評

図 3　大 宮 英 明 日本OR 学会会長 に よ る 講評

高校生 の 発表 に コ メ ン トさ れ た こ とは ， 今回 の シ ン ポ

ジ ウ ム の 大きな特徴で す．さ ら に シ ン ポ ジ ウ ム の 最後

に は，伊藤裕造東北再生経済研究所代表 よ り高校生 を

激励する 総括 の コ メ ン トをい た だ きま した．

　少 f高齢化が 進む現 在，
一

億総 活躍社会の 実 現が求

め られて い ますが，まちづ くりに関しては若者 の 意見

を ど の よ うに 反映 させ るの かが 大きな課題 とな っ て い

ます．今回 は
， 過疎問題 に直面す る津別町，震災復興

が進む い わき 1「ゴ，そ して 地元茨城 県か らの 高校生，総

勢 60名 の 高校 生が い ずれ も地域課題 に 取 り組 ん で お

り，そ の 成 果 は ワ カ モ ノ 目線 に よ る 全国の 地 方創生提

案 の 縮 図 と も言える で し ょ う．

　以 下 で は ， 第 1部，第2 部 そ れ ぞ れ を 担 当 し た

テ ィ
ーチ ン グ ・ア シ ス タ ン ト （TA ）に よ る ル ポ と，

猿渡康 文筑波大学教授 ・日本 OR 学会機関誌編 集委員

長 による コ メ ン トを紹介 します，

2．　「高校生 によ る地域復興 ・再生」ルポ

　第 1部の 本 発表 に向け て 2015 年 8月 9〜11 凵に か け

て い わ き Tliに て ，8 月 22 〜23 日 に か け て 津 別町 に て

それぞれ高大連携ワーク シ ョ ッ プを行 っ た．

　福島県い わ き市で は
， 福島県立磐城桜が 旺高等学校

か ら 34 名，福島県立磐城 高等学校か ら6名，国立福

島工業高 等専門学校か ら9 名の 計 49 名 の 高校生 が 参

加 した，北海道津別 町で は，北 海道立津別高等学校か

ら 計 16 名 の 高校生 が 参加 した．い わ き市で は高校生

4〜5 名か ら な る 1班 に対 しTA が 1 名付 き，計 10 班に

分 か れ て 作業 を進 め た．一一方津別町で は高校生 4 名 の

1班 に 対 しTA が 1名付き，作業を進め た ．

　TA に は グ ル ーブ ワ
ー

クの フ ァ シ リ テ ータ
ーだ け で

なく，GIS や Photoshop な どの 分析f法や フ ィ
ール ド

ワ
ーク に おけ る 街 の 見方，プ レゼ ン テ

ー
シ ョ ン の 指導

などを全面的に サ ポートした．

　 い わ き市 の ワ
ーク シ ョ ッ プ で は，以下 の 五 つ の テ ー

表 3　「地域 復興 ・再 生 賁
．1’画」 ス ケ ジ ュ

ール

臣
　 月 12 囗

　 月 1i 日

8 月 9〜11日

8 月 22．23 日

オ リエ ン テ
ー

シ ョ ン （津 別高）

一

オ リエ ン テ
ーシ ョ ン 〔磐城桜 が 丘 高 ｝
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ワ
ー

ク シ ョ ッ プ 〔い わ き rli　LATOV 〕
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ワ ー
ク シ ョ ッ プ 〔津別 町彳黝

一
高大 連携 シ ン ポ ジ ウ ム （筑波大 学〕　　　 亅

図4 伊藤裕造東北再生 絹済 研 究 所 代 表に よ る 総 括

“ 1

『内閣府地方創生☆政策 ア イデア コ ン チ ス ト201SJ に お

　い て ，地 方創生 担 当 大 臣賞 （大学生 以 ｝：一般 の 部 ） を受

　賞 し ま した，（2015年 12 月 13 日発表）
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マ につ い て ， そ れ ぞ れ 2 班ず つ 取 り組 ん だ．

　 1）地 の 利 を 生 か した 産 業創出

　 2）自然 ・歴史 ・文化に よ る活性 化プ ラ ン

　 3）健康 ・安全 ・安心 の まちづ くり

　4）教育 の まち ・人材育成プ ロ ジ ェ ク ト

　5）戦略的ブ ラ ン デ ィ ン グ計画

　 また津別町の ワ ーク シ ョ ッ プで は，以 ドの 三 つ の

テ ー
マ に つ い て ／班ずつ 取 り組ん だ．

　 1）津別高校 の 魅力ア ッ プ 大作戦

　2）帰 りた い 町

　 3）津別 まちづ くりマ ッ プ 作成

　本発表会 で は い わ き市か ら 10班，津別 町か ら2班

がそれぞれ以下の 内容の 発表を行 っ た．

　い わ き市 の 高校生 に よ る 発表で は ，10班 とい うこ

ともあ り，多様なフ ィ
ー

ル ドワ
ー

ク に よ っ て 明 らか に

な っ た課題 に，
“
ゆ る キ ャ ラ を作 っ て 地域活性化 に つ

なげ る
t’
案や

’c
地面 の タ イ ル に QR コ ードを張 り付けて

情報発 信 を強化す る
”
案 とい っ た，高校生 らしい 視点

図 5　い わ き市の 高校生 に よ る 発 表

図 6　津別 町 の 高校 牛 に よる発 表

50 （50）

に基 づ く興味深い 提案が行われた．

　津別町 の 高校生 に よ る発表で は，
“
町内 の 空 き家を

寮に し て 高校入学者 数 を増 や す
”
案や

“
町内の 拠 点 と

な る場所 で 市場 を設 け て 賑 わ い を 作 る
”
案 とい っ た，

地元 で暮ら して い る高校生が実際 に感 じて い る 課題 を

現実的 な視点 か ら解決し よ うとす る内容 で あ っ た．

　計 12班 と非常に 多い 人数 で の 発 表に な り，なおか

つ 大 人数 の 前 で の発表は初め て の 体験 で あ っ たた め ，

かな り緊張 して い た ようで あ る が，高校生 ならで は の

着眼点を存分 に 発揮 し た 発表内容 で あ っ た，

3． 「数理モ デル で茨城の 課題を解 く」ル ポ

　第 2部 で は，日立北 高等学校 と
．
竜ヶ 崎 第

一
高等学校

の 生徒た ちが茨城県 の 課題解決に向け，数理的 ア プ ロ
ー

チ ，主 に最適化手法を用 い た半年 間の 取 り組みを発表

し た．こ の 取 り組 み は 「数学 っ て 何 の 役に 立 つ の ？」

とい う高校生 の 疑問に 答えるため，数理 モ デ ル に よる

問題解決 を 体験 して もらうこ とを目的 と して い る．

　日立北 高等学校 第1班 は近年の 共働 き世帯 の 増加 に

表 4　「数理 モ デ ル に よ る 課題 解決」ス ケ ジュ
ー

ル

6 月 29 日

7月 10 日
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図 7　日立北 高校第2 班 が作成 した ス ラ イ ドの
一

部 そ の 1
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起 因す る 待機児童問題 に 着口し，「保育所へ の 児童 の

割 当をうまく決め て待機児童数を最小 に」と い うテ ー

マ で の発表を行 っ た．高校生 た ちは 日 、厨 ∫に所在 す る

保育所と
， 保育所 へ 子供 を通わ せ て い る保護者を対象

に ア ン ケー ト調査 を実施 し，そ の結果と最適化手法 を

組み 合わせた諜題解決 の 取 り組み を報告 した．

　日立 北高等学校 第 2班 は 夏の 登下校時の 暑 さを軽減

す る手軽 な方法 として 打ち水に 着 目し，「水をま く場

て い る

ある

は ないか

図 8 　日 立北 高校第 2班 が作 成 した ス ラ イ ドの
一

部そ の 2

図 9 　竜 ヶ 崎
一一

高が作成 した ス ラ イ ドの
一

部

2016年 1月号

所を うまく決め て 打ち水 の 効果を最大 に」とい うテ
ー

マ で の 発表 を行 っ た．実際の 通学路 に 打 ち水を行 い ，

そ の 効果を検証 した うえ で打ち水効果が最大 になる よ

うな水 の 撒 き方を導出 し，結果 の 検討 を行 っ た．

　日立北高等学校 第 3班は教室移動 の 際 の 負担を軽減

さ せ る こ と に着目 し，「教室 の 配 置をうまく決め て教

室 の 移動距離 を最小に」とい うテーマ で の 発表 を行 っ

た，全 教室問の 距離デ
ー

タ と全 ク ラ ス の 教室 の 利用人

数デ
ー

タ を作成 し，最適化手法で 求め た 教室配置 と現

在 の 教室配置 との 比較 ・考察 を行 っ た ．

　竜 ヶ 崎第
一

高等 学 校 は 現 在 の 避難 訓練 を見直 し，

「校内の 避難経路 をうま く決 め て 避難時間を最 小 に」

とい うテ
ー

マ で の 発表を行っ た．学校の 構造を グ ラ フ

で 表現 し，生徒全員の 避難完 了時 間が 最小 に なる避難

経路 を導出 した 後，現在の 避 難経路 との 比較 ・考察を

行 っ た，

　高校生 た ち は 大教室 で の 発 表に 緊張は しつ つ も臆す

る こ となく，自信を持 っ て 発表に 臨 ん で お り，発表終

了後に は どの 生徒 も緊張か らの 開放感 と充実感に満た

され て い る様子で あっ た．

4．日本 OR 学会機関誌編集委員長よ り

　高校 生 た ち の熱 の こ もっ た プ レゼ ン テ
ー

シ ョ ン は，

大学生 や 大学 院生 の研究発表に 引け を取らない 素晴ら

しい もの だ っ た．加 えて ，自分たちが住む町へ の 思 い

や 身の 周 りに あ る今日 的 な課題 に 対する解決策 の 提 案

は，そ の い ず れ もが高校生 目線に よる ア イデ ア に溢れ

て お り， 魅力的 で あっ た．

　OR 的 な課題解決 の プ ロ セ ス を実際 に経験する こ と

は，高校生 に とっ て は新鮮 で貴重な もの で あ っ た と思

わ れ る ，本活動 を支援 し て い た だ い た 方 々 に 対 し て，

OR 学会を代表 して お礼を申し上げた い ．

図 10　参加者全員に よ る 記念 撮 影
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